
城山の風楽 笑 幸 齢者になろう！
小中一貫教育だより 大槌のすべての子に

豊かな「育ち」と
確かな「学び」を

●おらほの町の地域包括支援センター ここでは、高齢者に関わる様々な
話題を掲載しています。
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Step･1

Step･2

　高齢者肺炎球菌予防接種に係る費用の助成を行いま
す。なお、対象者には、個別に通知します。
■接種回数　1回
■助成期間　平成 29 年 4月1日〜平成 30 年 3月31日
■自己負担　4,000 円（生活保護世帯は無料）
　※大槌町・釜石市の医療機関で接種された場合
■対象者　大槌町に住所があり、下記に該当する人。
　・60 歳〜 64歳［�心臓、じん臓若しくは呼吸器の機能に障

害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能に障害（身体障がい者手帳1級程度）
を有する者で接種を希望する人］

　・65歳�（昭和 27年 4月 2日〜昭和 28年 4月 1日生まれ）
　・70歳�（昭和 22年 4月 2日〜昭和 23年 4月 1日生まれ）

　・75歳�（昭和 17年 4月 2日〜昭和 18年 4月 1日生まれ）
　・80歳�（昭和 12年 4月 2日〜昭和 13年 4月 1日生まれ）
　・85歳�（昭和���7 年 4月 2日〜昭和���8 年 4月 1日生まれ）
　・90歳�（昭和���2 年 4月 2日〜昭和���3 年 4月 1日生まれ）
　・95歳�（大正 11年 4月 2日〜大正 12年 4月 1日生まれ）
　・100歳�（大正���6 年 4月 2日〜大正���7 年 4月 1日生まれ）
　※助成対象となるのは、1人1回のみとなります。
　※�また、過去に接種をした人・5年以内に接種している人は、
対象外となります。

■�その他　大槌町・釜石市以外の医療機関での接種を希望す
る人は、別途、手続きが必要となるので、ご連絡ください。
問�保健福祉課�健康推進班　℡ 0193-42-8715

“地域包括支援センター”ってなぁに？

【お問い合わせ】�大槌町地域包括支援センター�TEL�0193︲42︲8716

　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域でいつまでも安心して生活できるようさまざま
な相談をお受けし、支援を行っています。

相 談 は 無 料です プライバシーは守ります

◦介護保険のサービスを利用
　したい
◦介護ってどうやるの？

◦物忘れがひどくなってきた
◦家に閉じこもってばかり…
　誰かと交流したいな
◦最近、足腰が
　弱くなってきた

◦離れて住む一人暮らしの親
　のことが心配
◦親の認知症が心配

介 護 のこと 健 康 のこと 家 族 のこと

保健師 社会福祉士主任ケアマネジャー

平成29年度高齢者肺炎球菌予防接種

◦お金の管理や契約に自信が
　なくなってきた
◦これって消費者被害？
　どうしよう…

お金 や 財産管理 のこと
◦最近顔を見かけない人がい
　て心配…
◦�近所から怒鳴り声や
　物を投げるような
　音が聞こえて…

ご 近 所 のこと地域の身近な相談窓口です！
お気軽にご相談ください。

訪問も行います。

平成28年度 大槌町鶴亀仙（川）柳コンクール　入選作品紹介
　〈小・中学部門�最優秀賞〉　ばあやんの　ふくみみさわって　福が来る� （大槌学園�　永井　瑚夏さん）

Step･1（1年目）
　�教育委員会が中心となり、首長部局、NPO・地域住民、大槌高校、有識
者（大学関係者・県教委）と協働し、めざす大槌の子どもたちや子ども
たちを育む地域像の制定（教育基本条例）と担い手の活動プランの作成
Step･2（2年目）
　�子どもたち、学校、家庭、地域、行政の役割を明確にして、その実現に
向けたプログラムの策定・実施と検証･評価

　釜石地区交通安全協会大槌支会（支会長佐々木萬太郎さん）より、新
入学児童に黄色い帽子がプレゼントされました。
　この事業は、平成元年から途絶えることなく行われ、安全協会に加え
て、大槌祭り出店組合（組合長加賀寅吉さん）の多大なご協力もいただ
いております。帽子は、大槌学園（77名）吉里吉里学園（11名）の新
入学児童に入学式当日手渡されます。
　また、帽子にあわせて反射材もプレゼントされ、登下校の子どもたちの安全を護ります。

護ります よろこびの春

平成２９年度の重点

地域の多様な担い手による０︲１８歳教育の実現
おおつち型教育プロジェクトの推進

『おおつち型教育推進プロジェクト協議会』（仮称）

町ぐるみの
取り組み

コーディネーター

大槌町コミュニティ・スクール協議会

おおつち型
教育プロジェクトとは？

☆�町全体で大槌の魅力について考え
る「学び」を通じ、町民一人一人
が当事者意識を持ち「自分ごと」
として「人づくり＝町づくり」に
関わること
☆�震災により崩壊した地域コミュニ
ティを学校を核としたコミュニテ
ィ・スクールを定着させ教育振興
を推進することで地域の活性化を
図り再構築すること
☆�学校教育と社会教育の融合を図り
「つながる育ち、ひろがる学び」
を確立すること

平成29年3月16日現在 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 合計
大 槌 学 園 77 61 71 71 72 60 67 70 77 626
吉 里 吉 里 学 園 11 11 10 16 14 18 14 12 23 129
大 槌 高 校 67 70 73 210

平成２９年度  大槌町の児童生徒数（予定）

教育委員会

ＮＰＯ

首長部局

地域住民代表

有識者
（大学関係者・県教委）

大槌高校

学　校 文献の研究
先進地の視察
地域住民への周知

●協議会のあり方・資料作成（アンケートなどを作成しデータを活用）
●提言を実現するプログラムの策定のための指導と評価、検証・報告書の作成

① 担い手活動プランの実践
② 確かな数値を基に、評価 ･検証（大槌町コミュニティ・スクール評価 ･検証委員会）

家　庭

熟議による大槌の子どもたちや子どもたちを育む地域像の制定（教育基本条例）
担い手活動プランの作成
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